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７
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作
品
一
つ
ひ
と
つ
に
込
め
ら

れ
て
い
る
思
い
を
感
じ
な
が
ら

巡
る
の
も
、
大
地
の
芸
術
祭
の

楽
し
み
方
の
一
つ
で
す
�

特集
１

●
問
合
せ

　
観
光
交
流
課
芸
術
祭
企
画
係

　
☎
７
５
７

�

２
６
３
７

　
７
月
26
日
㈰
、
越
後
妻
有
里
山
現
代

美
術
館
�
キ
ナ
ー
レ
�
で
の
開
会
式
。

世
界
中
か
ら
集
ま
っ
た
大
勢
の
作
家
や

関
係
者
を
含
む
、
約
８
０
０
人
の
来
訪

者
で
開
幕
を
祝
い
ま
し
た
。
蔡
國
強
の

作
品
「
蓬
莱
山
」
の
前
で
、
関
係
者
や

来
賓
が
次
々
に
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

関
口
市
長
（
大
地
の
芸
術
祭
実
行
委
員

長
）
は
、「
都
市
と
地
域
の
人
と
人
、

人
と
場
か
ら
つ
な
が
る
新
し
い
関
わ
り

を
ア
ー
ト
作
品
と
と
も
に
お
伝
え
し
た

い
」
と
意
気
込
み
ま
し
た
。
福
武
總
一

郎
さ
ん
（
同
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

は
、「
大
地
の
芸
術
祭
で
、
経
済
で
は

な
く
文
化
・
芸
術
・
自
然
こ
そ
が
最
も

私
た
ち
の
将
来
に
重
要
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
宣
言
し
て
ほ
し
い
」
と
、
期
待

を
込
め
ま
し
た
。

　
全
て
の
作
品
に
は
、
一
つ
ひ
と

つ
の
物
語
が
あ
り
ま
す
。
受
け
入

れ
る
集
落
、
作
り
上
げ
る
作
家
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
交
差
し
、
ア

ー
ト
と
し
て
形
作
ら
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
小
貫
集
落
。
６
回
目
に

し
て
初
め
て
参
加
し
た
集
落
の
作

品
に
は
、
ど
の
よ
う
な
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
�
う
か
。

関
係
者
が
語
り
ま
し
た
。

　市内北東部の飛渡

地区内に位置し、新

潟県指定文化財であ

る「小貫・諏訪社の

大スギ」とともに

800年以上の歴史を持つ集落。一時は約20軒あった

家も、最終時には２軒に。平成16年10月の中越大

震災で被害を受け全戸離村し、平成19年11月に幕

を閉じた。しかし、その後も出身者で「小貫会」を

結成し、定期的な維持管理を続けている。

❶～❸・❺共に作品をつくるレベッ
カさんと元住民の皆さん。　❹神社
の石碑には、小貫の歴史が刻まれて
いる。　❻大スギと、少し離れた右
隣の歴史の浅いスギの間に設置。時
空もつなげる意味も込められている。

作品をきっかけにつながりを作れたら

大杉が日の目を見るのが何よりうれしい
　小貫集落は、住人がいなくなり、行政区としては存在

しなくなりました。しかしながら、農業もやっているし、

道や共有地の管理も定期的にやっている。私たち出身者

は、まだ「消えた」とは思っていません。今も生活の営

みがある、生きている集落だと。それを800年もの間、

見守っていたのが大スギです。住人がいなくなり、小貫

とともに大スギを知る人が少なくなりました。大地の芸

術祭をきっかけに私たち集落の象徴である大スギが日の

目を見て、知ってもらえることが何よりうれしいですね。

　去年10月に訪れたとき、大スギが800年もの間、地域

の歴史を見てきたことに感銘を受けました。作品名の「オ

リザ」はラテン語で稲作を意味します。大スギの歴史に

合わせ、800のシャツの袖に土を詰め込みました。人々

の腕が大地を育んできた、その労働に感謝を込めていま

す。作品は単純なものですが、作る過程や会期を通じて、

小貫のコミュニティやつながりを作れたらうれしいで

す。この作品は、800のシャツを通じて、大スギの800

年の歴史を知ってもらうことが非常に重要なんです。

庭野 武一さん
（71歳・中条旭町）

小貫会代表

レベッカ・ベルモアさん
（54歳・カナダ）

作家

❶❷

❸

❹❻

❺

ワークショップ 　７月18日・19日、集落の神社境内でのワークショップには、
元住民の皆さん、地元小学生など、延べ80人が参加しました。

会
式

開

え
ば
一
つ
の
物
語

例

小集
貫落

オザ
リ

小貫集落

こ
つ
な
ぎ

　
３
年
に
一
度
の
「
越
後
妻
有

ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」。

２
０
０
０
年
の
第
１
回
展
か
ら
15

年
目
、
６
回
目
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
は
、
新
作
１
８
０
点

を
含
む
約
３
８
０
点
の
現
代
ア
ー

ト
が
、
越
後
妻
有
地
域
に
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
特
集
で
は
、
大

地
の
芸
術
祭
の
様
子
と
情
報
を
お

伝
え
し
ま
す
。

７月26日㈰

９月13日㈰

大地の芸術祭開幕大地の芸術祭開幕
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特集●大地の芸術祭 特集●大地の芸術祭

　急な坂道を上ると、作品の手前に木漏れ日の当たる休憩所が

あります。ほっと一息ついていきませんか。

❷南部地区振興会

　北部からの玄関口として、地域の良さをアピールしながら案

内。恒例の芸術祭フラッグで雰囲気も盛り上げます。

　氷水で冷やした地元野菜と麦茶でひと休み。旅の思い出を書

くスケッチブックがあり、作品や地域のことを知るのもいいか

もしれません。

�水沢地区振興会

　もてなしの他、千手地区住民が趣味で作った傘の飾りや絵馬

も展示し、「おらんちの芸術祭」を開催。地元産の自慢のお米

も販売。

�大地の芸術祭千手地区協力会

　倉俣地域の作品を制作プロセスから写真で紹介。裏話も聞け

るので、周辺作品を深く知りたいのならまず寄ってください。

�芋川遊志の会

　集落の中心で、集落んしょみんなで真心込めてもてなします。

冷たいお茶と自家製野菜でお待ちしています。

�小荒戸区おもてなしプロジェクト

ら
ど
こ
の
お
も
て
な
し

お

地域 団体名 事業名 場　所 期　間

●①

十
日
町

トークの会 方言でトークおもてなしプロジェクト 十日町駅西口前 毎週金～日曜日

●❷ 南部地区振興会 南部地区振興会おもてなしプロジェクト ライオンズの森 毎週土・日曜日

●③ ヒガンバナ管理委員会 「ヒガンバナ」にみんなおいでよ ヒガンバナ前 毎週土・日曜日

●④ 十日町中央地区振興会 中央地区振興会　いっぷくひろば キナーレ南側公園
毎週土・日曜日 
※８月15日㈯・16日㈰除く

●❺ いきいき三ヶ村 三ヶ村おもてなし事業 旧飛渡第二小学校 全日

●❻ 食と農を考える飛渡の会
自慢の“こしひかり”＆旬の日替わり野菜を食わっ
しゃい

旧飛渡第二小学校
お米の提供は10時～正午

（なくなりしだい終了）

毎週火・金～日曜日
（お米の提供は８月のみ）

●❼ 大地の芸術祭の下条を盛り上げる会
下条案内所の運営及び下条地区展開作品を案内す
る事業

みよしの湯
インフォメーションセンター

全日

●❽ 下条商工会 幸せを呼ぶオレンジフラッグ 下条駅 全日

●❾ 下条商工青年部会 下条マップの作成及びおもてなし事業 下条駅 ８月24日㈪～９月２日㈬

●� 水沢地区振興会 水沢地域おもてなし本部 水沢公民館 全日

●⑪ 馬水連合町内会 水沢駅ふれあい広場 水沢駅ふれあい広場 全日

●⑫ 水沢市ノ沢集落 市ノ沢おもてなしプロジェクト 水沢市ノ沢観音様境内 ７月26日㈰～９月９日㈰（うち８日）

●⑬ 太田島集落 太田島集落おもてなし事業 太田島集落作品付近
毎週土・日曜日
※９月５日㈯・６日㈰除く

●⑭ 中手乙396番地 中手休憩所 中手集会所 毎週土・日曜日

●⑮
川
西

あ・ら・ま・ち あ・ら・ま・ちおもてなしプロジェクト
LACHIKU周辺
新町新田ふれあいセンター

全日 
※おにぎり屋は８月土・日曜日

●⑯ 川西こしひかりブランドづくり協議会 一客再来事業 川西ナカゴグリーンパーク内 ７月27日㈪～８月９日㈰

●� 大地の芸術祭千手地区協力会 リュウ・ジンファン作品鑑賞支援事業 千手神社相撲場 全日

●� 中
里

芋川遊志の会
Photo Gallery　きよっつ 
～大地の芸術祭倉俣地域作品案内所～

きよっつ 全日（不定休）

●⑲ 清津峡地区振興会 ようこそ清津峡 旧清津峡小学校（ピロティ） 毎週土・日曜日

●� 松
代

小荒戸区おもてなしプロジェクト 小荒戸区おもてなしプロジェクト 小荒戸区内広場 毎週土・日曜日

●� 松代区 松代区大地の芸術祭おもてなし事業 農舞台ピロティ付近 全日

●�
松
之
山

サンマルシェファクトリー Sun marchais（サンマルシェ） 三省ハウス ７月26日㈰～８月31日㈪

●� いきいき里山協力隊 「布川カフェ」でおもてなし 布川カフェ 毎週木～日曜日（不定休）

●� 下川手集落の〈軌跡〉展実行委員会
下川手集落の〈軌跡〉展2015
～大正・昭和に描かれた子どもたちの絵画と書～

松口972−2 全日（不定休）

　
大
地
の
芸
術
祭
を
訪
れ
る
お
客
さ
ん
の
多

く
が
「
歓
迎
し
て
も
ら
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
」

「
地
元
の
皆
さ
ん
の
対
応
が
親
切
で
感
動
し

た
」
と
口
に
し
ま
す
。
地
域
な
ら
で
は
の
お

も
て
な
し
は
、
今
や
、
大
地
の
芸
術
祭
の
魅

力
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
24
団
体
が
補
助
金
を
活
用
し
、
工

夫
を
凝
ら
し
て
来
訪
者
を
も
て
な
し
ま
す
。

は交差点名

　作品紹介と併せて、地域のありのままのすばらしさを伝えま

す。こだわりコーヒーや軽食も用意しています。

�いきいき里山協力隊

　地元で採れた野菜や手作りちまきでおもてなし。地元食材の

漬物などの販売もしています。

❺いきいき三ヶ村／❻食と農を考える飛渡の会

※変更になることがありますので、ご了承ください

❼大地の芸術祭の下条を盛り上げる会／
❽下条商工会／❾下条商工青年部会
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つまりは、ダンスでコマーシャル。

モモンガ・コンプレックス

　雪国特有のスノーシェッドを劇場化し、地

元の中高生たちと、妻有の風土や歴史をベー

スにした新作を発表。五感を通して妻有を体

験する演劇を上演する。

●日程＝９月５日㈯・６日㈰

●場所＝大倉スノーシェッド

●料金＝2,000円（当日2,500円）

　　　　※パス割2,000円

　　　　小・中学生1,000円

あんなに愛しあったのに～津南町大倉雪覆工篇

指輪ホテル

　2014年から活動している「トペラトト・プロ

ジェクト」の集大成となるライブイベント。「ト

ペラトトのおどり」を参加者みんなで踊り狂う。

●日程＝８月22日㈯

●場所＝絵本と木の実の美術館

●料金＝1,500円（当日2,000円）※パス割1,500円

　　　　　小・中学生500円

B
バッカ

ACCA＊G
ゴーギ

OHGIな鉢祭り！ 2015
～トペラトトのおどり・スペシャルライブ～
おおたか静流、こまっちゃクレズマ

　ラジコン実機の２分の１スケールの大型機によ

るフライトショーや、アクロバット飛行、小型機

によるレースなどがにぎやかに繰り広げられる。

●日程＝８月23日㈰

●場所＝田中飛行場

●料金＝無料

ラジコンフライトショー

十日町ラジコンクラブ

　サックス・ピアノ・パーカッションのトリオに

よるミニコンサート。３人の気鋭の音楽家達書き

下ろし楽曲の生演奏と、活弁によって、20世紀

初期の無声映画に新たな魂が吹き込まれる。

●日程＝８月29日㈯

●場所＝まつだい「農舞台」

●料金＝1,500円（当日2,000円）※パス割1,500円

　　　　小・中学生500円

キネマと音楽の夕べin越後妻有

坂本頼光×鈴木広志×大口俊輔×小林武文

　ユニークでポップな作品で知られるダンスカン

パニーが奴奈川キャンパスに見参！ここでしか体

験できないスペシャルなワークショップ＆パフォ

ーマンスをする。汗をかく準備をしてくると○
まる

。

●日程＝８月22日㈯・23日㈰

●場所＝奴奈川キャンパス体育館

●料金＝1,000円※パス割500円

　　　　小・中学生無料

ハッピーバカキノコダンスin奴奈川キャンパス

珍しいキノコ舞踊団

　ユニークでポップな作品で知られるダンスカン

パニーが奴奈川キャンパスに見参！ここでしか体

撮影：片岡陽太

特集●大地の芸術祭 特集●大地の芸術祭

　新進ダンスカンパニーが、芸術祭の作品や

各地域を巡り、それらにまつわるコマーシャ

ル動画を制作し、ウェブで配信。その集大成

のダンスパフォーマンスを上演する。

●日程＝９月５日㈯

●場所＝バタフライパビリオン

●料金＝1,000円（当日1,500円）

　　　　※パス割1,000円

　　　　小・中学生500円

【交通パスポート】

￥会期パス：3,500円、小・中学生2,500円

　２日券：2,500円、小・中学生1,500円

　※会期パスは芸術祭期間中有効、２日券は購入者が指定した

２日間有効。１コース１回限り利用可能。

内合計11コースを運行するエリアバス・タクシーと、一部の

既存路線バス、ほくほく線を利用できるお得なパスポート

●販売場所＝市総合観光案内所（十日町駅西口）、松代総合案

内所（まつだい駅）、津南総合案内所、ＪＴＢホームページ、

i.ＪＴＢ※各コンビニ端末（セブン－イレブン、ローソンほか）

　３つの発着点から合計11コース運

行するミニツアーを味わえるエリア周

遊バス・タクシー「バスタク」。１コー

スあたり半日で主要作品を巡るので、

初めて大地の芸術祭を訪れる人も効率

よく鑑賞できます。

エリア周遊バス・タクシー
「バスタク」で巡ろう！作品鑑賞パスポート

　バスタクを使った
芸術祭の巡り方は、
市報７月25日号をご
覧ください。

　市民・津南町
民なら地元割引
価格で購入でき
ます。中学生以
下は無料！

市報とおかまち　平成27年８月10日号

半注目のイベント後

ガイドブックP187～
芸術祭公式ホームページも
ご覧ください。

QRコード

特集●大地の芸術祭

ガイドブックP187～
芸術祭公式ホームページも
ご覧ください。

QRコード

　里山全体が美術館の大地の芸術祭を楽しむなら、作品鑑賞パ

スポートは必携！作品に設置されているスタンプを集めたり、

巡った情報を書き込んだり、自分だけの旅の思い出がつくれま

す。また、地元飲食店・温泉などの優待施設でのパスポート特

典も受けられてお得です。

￥3,500円、大学・専門・高校3,000円、地元2,500円※中学生

以下無料

●販売場所＝市総合観光案内所（十日町駅西口）・キナーレ・

まつだい「農舞台」・「森の学校」キョロロ・市役所本庁ほか

※圏域内のコンビニや郵便局でも購入可

　その場、その時間に行かなければ見る

ことができないのがイベント形式の作

品。後半も注目イベントが目白押しです。

パスポート片手に出かけませんか。



8市報とおかまち　平成27年８月10日号市報とおかまち　平成27年８月10日号9

デ
ジ
タ
ル
機
器
導
入
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

－

手
づ
く
り
感
そ
の
ま
ま
に
表
現
の
幅
が
広
が
り
ま
し
た

－
Renewal!

き
★
ら
●
ら
で
感
じ
る
星
空
の
魅
力

★
ら
●
ら
で
感
じ
る
星
空
の
魅
力

〜
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム 

ド
ー
ム
中
里
き
★
ら
●
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
〜

★
ら
●
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
〜

●
問
合
せ
　
中
里
公
民
館
　
☎
７
６
３

�

２
４
９
３

　

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
十
日
町
市
。
私
た

ち
が
見
上
げ
る
夜
空
に
は
、
満
天
の
星
が
輝
い

て
い
ま
す
。

　

北
斗
七
星
、オ
リ
オ
ン
座
、カ
シ
オ
ペ
ア
座
…
。

あ
な
た
は
ど
れ
だ
け
の
星
座
を
知
っ
て
い
ま
す

か
。
夏
の
大
三
角
形
、
織
り
姫
と
彦
星
…
。
ど

れ
だ
け
の
星
の
話
を
、
子
ど
も
や
孫
、
友
人
に

伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
「
ド
ー
ム
中
里
き
ら
ら
」
は
、
７
月

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
機
器

を
使
い
な
が
ら
も
、
今
ま
で
と
変
わ
ら
ず
、
手
づ
く
り
の

番
組
で
星
と
宇
宙
の
魅
力
を
伝
え
ま
す
。

　

本
特
集
で
は
同
館
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

導入した
機器

　新たにプロジェクターを２

台設置し、今までとは違って、

ドーム全体に臨場感あふれる

迫力の映像が楽しめるように

なりました。日時や場所の設

定も可能なので、投影日には

「今夜の星空」をリアルタイ

ムで再現できるようになりま

した。また、惑星の動きや日

食、月食の再現など、これま

でできなかった映像表現の幅

が格段に広がり、効果的な演

出でより分かりやすく、より

リアルに観賞できます。この

ような宇宙シュミレーション

の活用で、小・中学校の理科

学習での、より大きい効果も

期待できます。

子ども会やPTA行事で利用しませんか

　地域の行事やキャンプ、体験学習の合間にぜひご利用くだ

さい。

●対象＝観覧者10人以上の団体

●投影可能日時＝ユーモールの定休日を除く午前９時30分

～午後５時

●団体投影料金＝子ども団体1,000円、大人団体2,000円

●申込期限＝投影希望日の１か月前

※職員の勤務体制により、希望に沿えないことがあります

ドーム中里き★ら
●ら

★所在地　　山崎
己1415

　　　　　　ショ
ッピングセンター

ユーモール２階

★投影日　　・定
期投影：第５日曜

日を除く

　　　　　　　毎
週日曜日午前11時

～ 11時45分

　　　　　　・学
習投影・団体投影

は随時受付

★入館料　　200円
、中学生以下100円

★運営体制　市民
運営委員と中里公

民館事務局で運営

★連絡先　　☎76
3-2493（中里公民

館）

２特集 ドーム中里きららリニューアル

　
ド
ー
ム
中
里
き
ら
ら
は
、
今
年
で
20
周
年
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
新
し
く
デ
ジ

タ
ル
機
器
を
導
入
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
ナ
ロ
グ
機
器
の
星
空
と
そ
の
操
作
性
も

魅
力
で
、
根
強
い
フ
�
ン
も
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
後
は
２
つ
の
機
器
を
両
方
活
用
し
て
い

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

₁₁ニュース
★ ★ 

今までの
機器

　中央にある２つの球で投影

する光学式のプラネタリウム

です（コニカミノルタ製ダン

ベル型２球式）。主に恒星球

と惑星投映機で構成。球内原

板に開けられた小さな穴を

通った光をスクリーンに投

映することで、本物に近い、

シャープな星空を再現してい

ます。

　操作パネルはダイヤル式

で、操作者によって早さ・タ

イミングが違うので、毎回

違った表現になるところが魅

力の一つでもあります。

操作者の感覚で
　　手作りの表現

迫力の映像で
　　効果的な演出

特
集
２

中
里
地
域
特
集

イラスト：e
エイミ

imi（中里地域出身のイラストレーター）
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手
作
り
に
こ
だ
わ
る
市
民
運
営
委
員

－

宇
宙
の
不
思
議
・
美
し
い
星
空
を
伝
え
ま
す

－こ
だ
わ
り
❶

こ
だ
わ
り
❷
★
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

★
企
画
番
組

認
定
！
ち
び
っ
こ
天
文
博
士

－

語
る
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
魅
力

－

Keep the 

Concept!!

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ら
し
い
魅
力
に
こ
だ
わ
り
た
い

話
し
か
け
る
よ
う
に

自
然
に
発
声

渡
辺 

健
一
さ
ん
（
学
校
町
２
、
上
写
真
前
列
右
か
ら
２
番
目
）

　
ド
ー
ム
中
里
き
ら
ら
が
誕
生
し

て
早
20
年
。
中
魚
沼
地
域
唯
一
の

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
施
設
と
し
て
、

学
習
投
影
や
一
般
投
影
を
通
し
、

宇
宙
の
不
思
議
や
星
空
の
美
し
さ

を
皆
さ
ん
に
伝
え
て
き
ま
し
た
。

　
私
自
身
も
、
時
の
中
里
村
役
場

の
担
当
者
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
て

20
年
が
経
ち
ま
す
。
実
は
現
在
の

運
営
ス
タ
ッ
フ
の
中
に
、
開
館
当

時
は
ま
だ
小
学
生
で
ち
び
っ
こ
天

文
博
士
に
認
定
さ
れ
た
経
歴
を
持

つ
メ
ン
バ
ー
が
い
て
、
改
め
て
20

年
と
い
う
時
の
流
れ
を
実
感
し
て

い
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
進
展
し
た
近

年
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
が
映
画
館

化
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
り

ま
す
。
投
影
テ
ー
マ
は
星
や
宇
宙

で
あ
っ
て
も
、
番
組
が
終
わ
っ
て

み
た
ら
ほ
と
ん
ど
星
空
は
登
場
せ

ず
、
派
手
な
演
出
の
映
像
し
か
記

憶
に
残
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
で

す
。「
き
ら
ら
は
決
し
て
そ
の
よ

う
な
館
に
は
し
た
く
な
い
」
と
い

う
の
が
、
私
た
ち
運
営
ス
タ
ッ
フ

の
共
通
の
思
い
で
す
。
玄
関
を
一

歩
出
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
天
の
川
の

流
れ
を
容
易
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
こ
の
地
で
、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
ら
し
い
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
を

目
指
し
、
運
営

ス
タ
ッ
フ
の
奮

闘
は
こ
れ
か
ら

も
続
き
ま
す
。

　
毎
月
変
わ
る
番
組
ご
と
に
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
録
音
し
て
い
ま

す
。
20
年
で
２
４
０
回
。
今
で
も

慣
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
経

験
と
反
省
の
積
み
重
ね
で
す
。

　
毎
月
シ
ナ
リ
オ
が
届
く
と
、
息

継
ぎ
や
間
を
置
く
箇
所
な
ど
を
確

認
し
な
が
ら
、
自
宅
で
何
度
も
練

習
し
ま
す
。
本
番
は
、
息
の
音
や

雑
音
が
で
き
る
だ
け
入
ら
な
い
よ

う
に
注
意
し
、「
冷
静
に
、冷
静
に
」

と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
録
音
し

ま
す
。
話
す
ス
ピ
ー
ド
、
間
を
と

る
こ
と
、
一
本
調
子
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
誰
か
に
話
し
か
け

る
つ
も
り
で
自
然
に
話
す
こ

と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
一
回
一
回
、

心
を
込
め
て
お
伝
え
し
た
い

で
す
。
最
後
に
、
早
20
年
が

経
ち
ま
し
た
が
、
今
で
も
、

録
音
し
て
聞
く
自
分
の
声
は

嫌
な
も
の
で
す
（
笑
）。

如澤 まどかさん（西小４年）

天文博士（認定３回目）

山崎 明さん（田沢小６年）

天文博士（認定２回目）

　

新
し
く
な
っ
た
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
は
、
星
が
せ
ま
っ
て
く
る

感
じ
が
し
て
楽
し
か
っ
た
で

す
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
、
天

気
に
関
係
な
く
見
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
い
つ
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
星

の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
の

で
、
見
に
き
ま
す
。

　

機
械
が
新
し
く
な
っ
て
、

星
も
は
っ
き
り
と
見
え
て
分

か
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

自
分
で
星
を
見
る
だ
け
で
は

分
か
ら
な
い
こ
と
も
、
き
ら

ら
だ
と
教
え
て
く
れ
ま
す
。

雨
が
降
っ
て
い
て
も
見
れ
る

の
で
う
れ
し
い
で
す
。

　
ド
ー
ム
中
里
き
ら
ら
は
、
誰
よ
り
も
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
、

宇
宙
や
星
空
の
魅
力
を
知
っ
て
ほ
し
い
、
そ
の
こ
と
で
こ
の
地
域

を
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
３
人
の
ち
び
っ
こ

天
文
博
士
の
言
葉
か
ら
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
魅
力
を
伝
え
ま
す
。

　
20
年
前
か
ら
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い
の
が
市
民
の

手
で
つ
く
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
番
組
で
す
。
毎
月
、
そ
の
と
き
の
宇
宙

や
星
空
の
出
来
事
や
話
題
を
取
り
入
れ
、
専
門
的
に
な
り
す
ぎ
な

い
内
容
で
、
こ
だ
わ
り
の
番
組
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　﹁
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
も
、
満
天
に
輝
く
星
空
を
見
る
感
動
に
は
か
な

い
ま
せ
ん
�
そ
の
星
空
に
星
座
や
宇
宙
の
物
語
が
添
え
ら
れ
る
と
、
感

動
が
ぐ
っ
と
深
く
な
り
ま
す
﹂
と
市
民
運
営
委
員
長
の
渡
辺
さ
ん
�

　
ド
ー
ム
中
里
き
ら
ら
は
、
星
空
を
通
し
て
の
感
動
づ
く
り
・
思
い
出

づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
�
毎
週
日
曜
日
、
降
り
そ
そ
ぐ
よ
う
な

あ
ま
た
の
星
を
輝
か
せ
て
、
あ
な
た
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
�

２特集 ドーム中里きららリニューアル

委
員
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ナ
レ
ー
タ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ちびっこ天文博士

　12回来館した小
学生以下の子ども

を、

「ちびっこ天文博
士」と認定し、表

彰し

ます。認定者には
次の特典がありま

す。

・特別無料投影に
ご招待

・認定証・記念品
・無料入場券を贈

呈

・入口の掲示板に
名前を10年間掲示

市民運営委員

・メンバー 10人

・操作、解説、ナ
レーションを

それぞれ担当

・自分で番組を企
画することも

できます
・メンバーを随時

募集中！

₂₂ニュース

髙橋 蘭さん（十日町小６年）

天文博士（認定１回目）

　

自
然
の
星
も
好
き
だ
け

ど
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
星

も
好
き
で
、
見
に
き
て
い
ま

す
。
分
か
ら
な
い
星
や
星
座

も
解
説
し
て
く
れ
る
の
で

う
れ
し
い
。
新
し
い
機
械
で

の
番
組
は
、
立
体
的
で
お
も

し
ろ
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
見
に
来
た
い
と
思
い

ま
す
。

村
山 

正
代
さ
ん

（
田
沢
本
村
、
上
写
真
前
列
左
か
ら
２
番
目
）

★ ★★ ★★ ★ ★

₃₃ニュース
★ ★ ★

市報とおかまち　平成27年８月10日号

　

自
然
の
星
も
好
き
だ
け

Congratulations!!!
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このコーナーでは、市の魅力発見や、皆さんの
生活に直結する情報などをお知らせします

Pick
Up

市報とおかまち　平成27年８月10日号13

Pick
Up

Pick
Up

ハッピーを手にするステキな出会いを見つけませんか

とおかまちハッピー婚シェルジュ

● ● ● ● ●問合せ：企画政策課協働推進係☎757-3693

人
と
人
を
つ
な
ぎ
、縁
を
結
ぶ
お

手
伝
い

ど
ん
な
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ

る
の
？

地域の豊かさを感じる「夏の楽章in下条」を開催

平成27年度十日町市地域自治組織パワーアップ事業の紹介

● ● ● ● ●問合せ：下条公民館☎755-2004

ひとサポが「こんなまちにしたい！」を応援します

協働のまちづくりを進めています

● ● ● ● ●問合せ：企画政策課協働推進係☎757-3693

日
９
月
13
日
㈰
午
前
11
時
30
分

～
午
後
３
時
30
分
頃

会
ダ
イ
ニ
ン
グ
し
み
ず

対
独
身
女
性
（
年
齢
不
問
）

￥
２
千
円

日
９
月
27
日
㈰
午
後
１
時
～
５

時
30
分

会
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

対
23
歳
～
35
歳

の
独
身
男
女

￥
男
性

：

２
千

円
、
女
性

：

１
５
０
０
円

　
市
内
に
は
た
く
さ
ん
の
趣
味
や

サ
ー
ク
ル
団
体
、
地
域
を
元
気
に
す

る
た
め
の
団
体
や
事
業
所
が
あ
り
ま

す
。
ひ
と
サ
ポ
は
、〝
お
ら
ま
ち
〟〝
お

ら
む
ら
〟
を
元
気
に
し
よ
う
と
活
動

す
る
人
、
活
動
を
始
め
よ
う
と
す
る

人
を
、
そ
の
人
に
合
っ
た
形
で
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
ひ
と
サ
ポ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

日
々
の
活
動
の
中
で
悩
ん
だ
り
、
困

っ
た
り
し
た
と
き
に
個
別
に
相
談
に

乗
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
時
に
は
技
術

的
な
こ
と
を
指
導
し
ま
す
。
ま
た
、

皆
さ
ん
の
活
動
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

情
報
誌
を
と
お
し
て
Ｐ
Ｒ
し
た
り
、

活
動
の
助
け
と
な
る
助
成
金
の
情
報

を
提
供
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ま
ち
に
暮
ら
す
人
、働
く
人
、

何
か
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
人
た
ち
が
、
お

互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
活
躍
で
き

た
ら
、
き
っ
と
十
日
町
市
は
明
る
く

て
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
に
な
り

ま
す
。
ひ
と
サ
ポ
は
、
人
と
人
、
技

術
や
情
報
、
市
内
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま

な
資
源
を

つ
な
ぎ
、

新
し
い
縁

を
生
み
出

し
て
市
民

の
皆
さ
ん

の
活
動
を

サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き

ま
す
。

　
ハ
ピ
コ
ン
で
は
初
開
催
の
女
性
限
定
、
女
子
力
Ｕア
ッ
プＰ
セ
ミ
ナ
ー
で

す
。
女
性
の
魅
力
に
磨
き
を
か
け
ま
せ
ん
か
。

女
子
力
を
磨
い
て
愛
さ
れ
女
子

に
♥
女
子
力
Ｕア

ッ
プＰ
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ピ
コ
ン
♥
ク
ッ
キ
ン
グ
パ

ー
テ
ィ
ー 

〜S

ス
イ
ー
ツ

w
eets D

デe 
S

ス
イ
ー
ト

w
eet 

な
出
会
い
〜

　
カ
ッ
プ
ル
成
立
率
の
高
い
人
気
イ
ベ
ン
ト
。
季
節
の
フ
ル
ー
ツ
タ

ル
ト
を
一
緒
に
作
り
ま
す
。講
師
が
教
え
る
の
で
、初
心
者
で
も
安
心
。

応
援
す
る
っ
て
、
な
に
？

　「
○
○
で
街
を
盛
り
上
げ
た
い
！
け
ど
仲
間
が
い
な
い
」「
地
域
が
生
き
生

き
す
る
た
め
に
何
か
し
た
い
！
」
―
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ひ
と
サ
ポ
は
、
皆
さ
ん
の
「
し
た
い
！
」
と
い
う
思
い
を
相
談
す
る
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
地
域
や
団
体
の
活
動
で
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
が
あ

っ
た
ら
、
ぜ
ひ
一
度
訪
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。
　

※
市
は
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
、
ひ
と
サ
ポ
に
相
談
窓
口
を
委
託
し
て
い
ま
す

日
10
月
４
日
㈰

会
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

［
パ
ネ
ル
展
示
］

　
日
頃
の
活
動
の
成
果
で
あ
る
絵

画
な
ど
の
作
品
が
展
示
で
き
る
ほ

か
、
模
造
紙
な
ど
を
使
っ
て
団
体

紹
介
や
活
動
内
容
を
自
由
に
ア
ピ

ー
ル
で
き
ま
す
。

［
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
］

　
踊
り
や
演
奏
な
ど
、
ス
テ
ー
ジ

で
練
習
の
成
果
を
発
表
で
き
ま

す
。

［
販
売
・
屋
台
を
出
店
］

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
販
売

や
軽
食
の
提
供
な
ど
、
出
店
も
大

歓
迎
で
す
。
※
出
店
料
あ
り

［
市
民
活
動
プ
レ
ゼ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
で
活
動
資
金
を
ゲ
ッ
ト
］

　
日
頃
の
活
動
を
市
民
の
皆
さ
ん

の
前
で
プ
レ

ゼ
ン
し
、
投

票
し
て
も
ら

う
コ
ン
テ
ス

ト
を
開
催
。

プ
レ
ゼ
ン
の

方
法
は
参
加

者
の
自
由
で

す
。
プ
レ
ゼ

ン
を
見
た
人
が「
め
っ
か
め
っ
か
」

の
専
用
通
貨
で
投
票
を
し
て
も
ら

う
こ
と
で
活
動
資
金
を
ゲ
ッ
ト
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

〆
８
月
24
日
㈪
※
先
着
順

申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
活
動
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ひ
と
サ
ポ
（
本
町
２
・

ふ
ら
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
☎

７
６
１

｜

７
４
４
４
、
Ｆ
７
６

１

｜

７
４
４
５
、
電
子
メ
ー

ル

：in
fo

@
h
ito

sa
p
o
.in

fo
市民活動見本市

めっかめっか2015
参加団体募集！

活
動
の
ア
ピ
ー
ル
に
ぜ
ひ
参
加
を

　
市
民
活
動
を
発
信
し
、
た
く
さ
ん
の
人

に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
参
加
団
体
を
募

集
、
初
め
て
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。
い

つ
も
の
活
動
か
ら
少
し
だ
け
背
伸
び
を
し

て
ア
ピ
ー
ル
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

定
男
女
各
10
人

他
男
性
応
募
者
事
前
説
明
会

〆
男
性

：

９
月
９
日
㈬
、
女

性

：

９
月
16
日
㈬

申
㈱
エ
フ
エ
ム
と
お
か
ま
ち

（
☎
７
５
２

｜

７
８
３
０
）

日
９
月
13
日
㈰
午
後
６
時

～
７
時
30
分
（
予
定
）

会
情
報
館
　

￥
無
料

※
定
員
超
過
時
は
、
説
明

会
参
加
者
か
ら
優
先
的

に
抽
選
し
ま
す

日
８
月
22
日
㈯
午
後
２
時
～
５

時
※
開
場
１
時
30
分

会
下
条
小
学
校

●
基
調
講
演
＝
中
能
孝
則
さ
ん

（（
公
財
）
日
本
社
会
教
育
協

会
理
事
）

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＝

・
テ
ー
マ

：

地
方
創
生
…
四
季

折
々
の
都
市
と
の
交
流
と
大

地
の
芸
術
祭

・
パ
ネ
ラ
ー

：

中
能
孝
則
さ

ん
、
北
川
フ
ラ
ム
さ
ん
（
大

地
の
芸
術
祭
総
合
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
）、高
橋
治
夫
さ
ん
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
十
日
町
市
地
域
お

こ
し
実
行
委
員
会
）、

村
山
寛
和
さ
ん
（
下
条

商
工
青
年
部
会
）、
村

山
美
穂
さ
ん
（
雪
ま
つ

り
の
縁
で
日
野
市
か
ら

の
定
住
者
）、
近
藤
愛

さ
ん
（
下
条
中
３
年
）、

関
口
芳
史
市
長

日
８
月
23
日
㈰
午
後
５
時
～

会
み
よ
し
の
湯

￥
食
事
は
一
部
有
料

内
食
事
（
梵
天
丸
ナ
ス
、鯨
汁
、

ス
イ
カ
糖
な
ど
）、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン（
よ
う
か
い
体
操
、

モ
モ
ン
ガ
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク

ス
と
橙
彩
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
）、
下
条
盆
お
ど
り
（
よ

い
や
さ
、
甚
句
）

　
下
条
地
区
か
ら
の
地
方
創
生
・
地
域
活
性
化
の
取
組
み
第
１
弾
。

40
年
前
か
ら
進
め
て
い
る
市
民
と
行
政
と
の
協
働
、
25
周
年
を
迎
え

る
東
京
都
日
野
市
と
の
交
流
な
ど
、
先
進
的
な
地
域
づ
く
り
を
実
践

し
て
い
る
下
条
地
区
が
新
た
な
動
き
を
始
め
ま
す
。
地
元
は
も
ち
ろ

ん
、
地
区
外
の
皆
さ
ん
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

❶
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

❷
下
条
の
農
と
食
と
祭
り

定
先
着
20
人

内
セ
ミ
ナ
ー
、プ
チ
美
容
体
験
、

ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
ン
チ

講
豊
島
未
来
さ
ん
（N

ね
ぎ
っ
こ

e
g
icco

専
属
ヘ
ア
メ
イ
ク
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
）

〆
9
月
7
日
㈪

申
㈱
エ
フ
エ
ム
と
お
か
ま
ち

（
☎
７
５
２

｜

７
８
３
０
）
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2

1

Ⓠ４　マイナンバーが不正に使用される恐れがあ
るとき、どうしたらよいでしょうか。

Ⓐ４　基本的には一度付番されたマイナンバーは
生涯変わりません。しかし、質問のような
ときは新しい番号に変更できます。すぐに
住民票のある市町村に相談してください。

Ⓠ５　レンタル店やスポーツクラブへの入会時
に、求められたらマイナンバーを提供して
もよいでしょうか。

Ⓐ５　レンタル店などは制度で定められた分野外
です。仮に求められても提供しないでくだ
さい。

Ⓠ６　マイナンバーは社会保障分野で利用される
ことから、自分の病歴なども把握されるこ
とになりませんか。

Ⓐ６　マイナンバーは、個人の病歴などの重要な
プライバシーに関わる情報の取り扱いには
使いません。

マイナンバーの仕組みは安全・安心です

マイナンバー制度（社会保障・税番号制度）のお知らせ②（全４回）

● ● ● ● ●問合せ：総務課情報システム係☎757-3196

　
４
回
に
わ
た
り
お
伝
え
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
。
前
回
は
、
こ
の
制

度
の
メ
リ
ッ
ト
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
範
囲
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
（
市
報
７
月
25
日
号
8
�
9
ペ
ー
ジ
）。
一
方
で
、
制
度
そ
の
も
の

に
不
安
の
あ
る
人
も
多
く
い
ま
す
。
今
回
は
、
制
度
が
始
ま
る
と
、
私
た

ち
の
情
報
は
ど
の
よ
う
に
守
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

　
次
の
よ
う
な
心
配
の
声
が
あ
り
ま
す
。

　個人情報の漏え
い対策は大丈夫？

　他人にマイナンバ
ーを使われて“なり
すまし”被害にあっ
たらどうしよう…

　国に個人情報をな
んでも一元管理され
てしまうのでは？

　プライバシー
はきちんと守ら
れるの？

・
利
用
範
囲
の
限
定

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用

は
、
社
会
保
障
・
税
・
災
害

対
策
分
野
に
限
定
し
、
制
度

で
定
め
た
手
続
き
で
し
か
使

え
ま
せ
ん
。

・
収
集
・
保
管
の
制
限

　
　
制
度
に
定
め
る
も
の
を
除

き
、
収
集
・
保
管
を
禁
止
し

て
い
ま
す
。

・
本
人
確
認
の
義
務
付
け

　
　「
な
り
す
ま
し
」
を
防
止

す
る
た
め
、
収
集
時
に
、
原

則
本
人
確
認
を
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
監
視
・
監
督

　
　
国
の
専
門
組
織
が
適
切
な

運
用
を
監
視
・
監
督
し
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
安
全
・
安
心
に
利
用
す
る
た
め
に
、
制
度
と
シ
ス

テ
ム
か
ら
個
人
情
報
を
守
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・﹁
一
元
管
理
﹂
で
な
く
﹁
分
散
管
理
﹂

　
　「
一
元
管
理
」
と
は
、
一
か
所
に
集

中
的
に
情
報
を
管
理
す
る
方
法
で
す

が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
で
は
、
行
政

機
関
ご
と
に
分
散
し
て
管
理
す
る
た

め
、
芋
づ
る
式
に
情
報
が
引
き
出
せ
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
直
接
用
い
な
い

　
　
行
政
機
関
の
間
で
情
報
を
や
り
取
り

す
る
際
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
直
接
用

い
ず
、
機
関
ご
と
に
異
な
る
符
号
を
使

い
ま
す
。

・
利
用
記
録
の
確
認

　
　
行
政
機
関
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
含
む

自
分
の
個
人
情
報
を
、
い
つ
、
ど
こ
と

や
り
取
り
し
た
の
か
を
自
宅
の
パ
ソ
コ

ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
確
認
で

き
る
仕
組
み
（
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
）
が

で
き
る
予
定
で
す
。

　
　「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
社
会

保
障
・
税
・
災
害
対
策
の
手
続

き
の
た
め
に
、
国
や
地
方
公
共

団
体
、
勤
務
先
な
ど
に
提
供
す

る
も
の
」
と
い
う
こ
と
を
、
私

た
ち
自
身
も
し
っ
か
り
認
識

し
、
む
や
み
に
他
人
に
教
え
る

こ
と
が
な
い
よ
う
十
分
注
意
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
守
る
安
全
・
安
心
の
仕
組
み

私
た
ち
自
身
の
心
構
え

制
度
で
の
保
護

シ
ス
テ
ム
で
の
保
護

次回は、通知カード、個人番号カード（仮）についてお知らせします。

（政府広報より一部引用）

・
罰
則
の
強
化

　
　
他
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

不
正
に
入
手
し
た
り
、
正
当

な
理
由
な
く
提
供
し
た
り
す

る
と
処
罰
の
対
象
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
個
人
情
報

保
護
に
関
係
す
る
法
律
の
中

で
も
厳
し
い
罰
則
に
な
っ
て

い
ま
す
。
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ど
う
し
て
も
回
答
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
？

調
査
員
は

　
ど
ん
な
人
？

個
人
情
報
は

　
守
ら
れ
る
の
？

か
た
り
調
査
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い

犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

の
お
願
い

より良い暮らしの基礎になる調査にご協力ください

平成27年国勢調査の実施

● ● ● ● ●問合せ：総務課行政管理係☎757-9913

　
国
勢
調
査
は
、
５
年
に
一
度
実
施
す
る

日
本
で
最
も
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。
結

果
は
、
社
会
福
祉
・
雇
用
施
策
・
生
活
環

境
の
整
備
・
防
災
対
策
な
ど
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
日

本
の
未
来
を
描
く
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
デ
ー
タ
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
の
対
象

　
単
身
の
人
・
学
生
・
未
成
年
・
外
国
籍

の
人
な
ど
、
普
段
、
日
本
に
住
ん
で
い
る

人
全
て
が
対
象
で
す
。「
普
段
住
ん
で
い
る

人
」
と
は
、
住
民
票
な
ど
の
届
出
に
関
係

な
く
、
10
月
1
日
現
在
で
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人
で
す
。

・
す
で
に
３
か
月
以
上
住
ん
で
い
る
人

・
ま
だ
３
か
月
に
な
ら
な
い
が
、
３
か
月

以
上
住
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
人

　
国
勢
調
査
は
、「
国
勢
調
査
員

証
」
を
携
帯
し
た
調
査
員
が
各
世

帯
を
訪
問
し
ま
す
。
国
勢
調
査
と

称
し
て
、
世
帯
の
家
族
構
成
な
ど

を
電
話
で
照
会
す
る
「
か
た
り
調

査
」
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
不

審
な
電
話
に
は
即
答
せ
ず
、
相
手

の
名
前
や
電
話
番
号
を
聞
き
、
総

務
課
行
政
管
理
係
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　
調
査
従
事
中
の
調
査
員
が
犬
に

か
ま
れ
る
事
故
が
増
え
て
い
ま

す
。
９
月
中
旬
か
ら
10
月
中
旬
に

か
け
て
調
査
員
が
お
宅
を
訪
問
し

ま
す
の
で
、
犬
を
鎖
に
つ
な
ぐ
な

ど
、
事
故
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

　
こ
の
調
査
結
果
は
、

国
や
地
方
自
治
体
の
あ

ら
ゆ
る
取
組
み
の
基
礎
デ
ー
タ

に
な
り
ま
す
。
回
答
が
な
か
っ

た
り
、
間
違
っ
た
回
答
が
あ
っ

た
り
す
る
と
、
正
し
い
調
査
結

果
が
得
ら
れ
な
い
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
※
統
計

法
で
回
答
す
る
義
務
（
報
告
義

務
）
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
調
査
票
の
配
布
や
回

収
を
す
る
調
査
員
は
、

市
長
の
推
薦
に
よ
り
総
務
大
臣

が
任
命
す
る
非
常
勤
の
国
家
公

務
員
で
す
。
担
当
す
る
調
査
区

で
「
国
勢
調
査
員
証
」
を
携
帯

し
て
調
査
し
ま
す
。

　
調
査
票
の
回
答
内
容

は
、
統
計
法
に
基
づ
き

厳
重
に
保
護
さ
れ
ま
す
。
調
査

員
な
ど
国
勢
調
査
の
従
事
者
に

は
、
統
計
法
に
よ
る
厳
格
な
守

秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の
通
信

は
全
て
暗
号
化
し
、
24
時
間
体

制
で
不
正
ア
ク
セ
ス
な
ど
を
監

視
し
ま
す
の
で
、
回
答
デ
ー
タ

は
厳
重
に
守
ら
れ
ま
す
。

　パソコン・タブ

レット・スマート

フォンからいつで

も好きな時間回答

できます。

■インターネット回答用の「インターネッ

ト回答用ID」と「操作ガイド」は、調

査員が９月中旬に配布します。

■回答の前に「操作ガイド」をよく読んで

ください。

※あらかじめ世帯員の「勤め先の事業内

容」などの調査項目を確認しておくと、

回答入力が円滑に進みます

■回答期限は９月20日㈰です。これを過

ぎると、紙の調査票での回答になります。

●
世
帯
に
つ
い
て
（
４
項
目
）

　
　
世
帯
員
の
数
、
住
居
の
種
類
、
住
宅

の
建
て
方
、
世
帯
の
種
類

●
世
帯
員
に
つ
い
て
（
13
項
目
）

　
　
氏
名
、
性
別
、
世
帯
主
と
の
続
き
柄
、

出
生
の
年
月
、
配
偶
者
の
有
無
、
国
籍
、

現
在
の
場
所
に
住
ん
で
い
る
期
間
、
５

年
前
に
住
ん
で
い
た
場
所
、
就
業
状
況
、

従
業
地
ま
た
は
通
学
地
、
就
業
先
の
区

分
、
勤
め
先
の
名
称
や
事
業
の
内
容
、

本
人
の
仕
事
の
内
容
な
ど

調
査
項
目

　インターネット回答を利用し

ない世帯とインターネット回答

期間内に回答がなかった世帯

は、紙の調査票で回答してくだ

さい。

■調査票や「調査票の記入のしかた」などの書類は、

調査員が９月下旬に配布します。

■「調査票の記入のしかた」を熟読の上、鉛筆で記入

してください。調査票は機械で集計しますので、汚

さないよう注意してください。

■10月中旬までに調査員が回収に伺い、回収時に記

入漏れがないかを確認します。調査員による確認を

希望しないときは、封をして調査員に提出してくだ

さい。なお、調査票と一緒に配布する「郵送提出用

封筒」を使って、郵送提出もできます。

紙の調査票インターネット

QQ

Q

AA

A

Q&A

国調

勢査

76,089 
78,563 

82,350 
91,614 91,298 

103,534 
104,318 

100,852 
96,580 

90,555 
85,365 

81,746 
78,791 

74,620 
70,938 

67,962 65,033 
62,058 

58,911 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000
（単位：人）

調査
年度

大
正
９
年

大
正
14
年

昭
和
５
年

昭
和
10
年

昭
和
15
年

昭
和
22
年

昭
和
25
年

昭
和
30
年

昭
和
35
年

昭
和
40
年

昭
和
45
年

昭
和
50
年

昭
和
55
年

昭
和
60
年

平
成
２
年

平
成
７
年

平
成
12
年

平
成
17
年

平
成
22
年

・現在の市の範囲で、これまでの国勢調査の人口をまとめたものです。
・国勢調査の開始は、大正９年（今から95年前）で、その当時の人口は76,089人でした。
・人口が最も多かったのは昭和25年調査の10万4,318人で、昭和22年から30年までの調査での

人口は、10万人を超えていました。

国勢調査でわかる

市の人口の推移

21

調査の回答方法

　今回の調査から、インターネット回答が始まります。先にインターネッ

トでの回答を受け付け、インターネット回答を利用しない世帯やインター

ネットでの回答がなかった世帯には、紙の調査票を配布して調査します。
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大
地
の
芸
術
祭
の
里

こ
へ
び
隊
・
サ
ポ
ー
タ
ー
通
信

▼
こ
へ
び
隊
に
な
り
た
い
と

思
っ
た
理
由

―
大
学
で
日
本
語
を
勉
強
し
て

い
ま
す
。
ア
ー
ト
も
好
き
で
、

日
本
の
ア
ー
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
検
索
し
て
い
て
大
地
の
芸

術
祭
を
知
り
ま
し
た
。
と
て
も
興
味
深

い
取
組
み
だ
と
感
じ
、
新
潟
の
自
然
の

写
真
を
見
て
、
こ
こ
へ
行
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

▼
こ
へ
び
隊
の
活
動
を
通
し
て
の
感
想

―
10
日
間
、
作
家
の
カ
テ
ジ
ナ
・
シ
�

ダ
ー
さ
ん
（
チ
�
コ
）
の
作
品
制
作
を

手
伝
い
ま
し
た
。
本
当
に
楽
し
か
っ
た

で
す
。
集
落
の
皆
さ
ん
か
ら
と
て
も
優

し
く
し
て
も
ら
い
、
外
国
人
の
私
に
も

よ
く
話
し
か
け
て
く
れ
て
、
日
本
語
も

少
し
上
達
し
ま
し
た
。
集
落
の
人
々
と

出
会
い
、
交
流
し
て
作
業
す
る
こ
と
で

観
光
で
は
得
ら
れ
な
い
経
験
が
で
き
、

観
光
で
は
経
験
で
き
な

い
協
働
作
業

16

日
本
人
の
文
化
や
精
神
を
学
べ
ま
し
た
。

▼
越
後
妻
有
の
魅
力
と
は
？

―
山
、
空
、
田
ん
ぼ
な
ど
の
自
然
が
美

し
く
、
特
に
田
ん
ぼ
の
緑
が
と
て
も
き

れ
い
で
感
動
し
ま
し
た
。

▼
ど
ん
な
芸
術
祭
に
し
た
い
で
す
か

―
集
落
の
人
々
と
協
働
す
る
大
切
な
プ

ロ
ジ
�
ク
ト
な
の
で
、
地
元
の
人
が
楽

し
ん
で
笑
顔
に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら
一

番
う
れ
し
い
で
す
。

イ
ト
カ
・
ポ
ス
ピ
ー
シ
ロ
バ
ー
さ
ん
（
チ
�
コ
在
住
・
22
歳
・
大
学
生
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　﹁
大
地
の
芸
術
祭
﹂の
里

　
総
合
案
内
所

　
☎
７
６
１

�

７
７
６
７

若
者

若
者
若
者者

若
者

若
者者

者

十

　日

　町

　市

　の

　仕

　事

　人

■問合せ

　産業政策課

　☎757-3139

〜
語
る　

仕
事
・
会
社
・
十
日
町
市
へ
の
思
い
〜

〜
語
る　

仕
事
・
会
社
・
十
日
町
市
へ
の
思
い
〜

子どもに携わる仕事を目指して保育士の免許を取
得できる大学へ進学。市外の保育園勤務を経て現職
場に就職。現在５年目で、未満児を担当。

桜井　恵さん（26歳・南新田町３）

もともと料理をすることが好きで、短大で栄養士
の資格を取得し、県外病院で勤務。帰郷を機に調理
の仕事に就き、給食を作って３年目となる。

野上　奈津子さん（33歳・高島２）

協力
企業

・保育（離乳食完了後
　から入園可）
・十日町市高田町４
・従業員数11人 
・☎752-4959
　少人数であることを生かし、家庭的な保育や生き
る力を身につけることを目標にしています。

白
梅
保
育
園
で
働
く
こ
と
が
好

き

野
上
さ
ん
―
園
児
は
現
在
19
人
と
少
人

数
な
の
で
、
給
食
は
温
か
い
も
の
を
温

か
く
、
冷
た
い
も
の
を
冷
た
く
食
べ
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
人
数
が
多

い
大
家
族
の
感
覚
で
作
れ
る
の
で
、
子

ど
も
た
ち
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら

気
持
ち
よ
く
調
理
し
て
い
ま
す
。

桜
井
さ
ん
―
当
園
は
、
園
児
に
「
生
き

る
力
を
つ
け
る
」
こ
と
が
目
標
で
、
習

い
事
を
さ
せ
る
よ
り
も
散
歩
な
ど
で
丈

夫
な
体
を
つ
く
る
こ
と
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
方
針
に
共
感
し
て
就
職

し
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
に
丁
寧
に
対

応
で
き
る
の
で
自
分
の
働
き
方
に
合
っ

て
い
ま
す
ね
。

園
児
の
成
長
を
見
る
の
が
楽
し

み

桜
井
さ
ん
―
園
児
が
日
々
成
長
し
て
い

く
姿
を
見
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
と
き

に
は
保
護
者
よ
り
も
早
く
、
成
長
を
目

の
当
た
り
に
す
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
は
連
絡
帳
や
お
迎
え
の
と

き
に
報
告
し
て
、
喜
び
を
分
か
ち
合
い

ま
す
。

野
上
さ
ん
―
給
食
の
時
間
に
顔
を
見
せ

る
と
、
食
べ
物
を
口
に
頬
張
り
な
が
ら

「
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
い
る
よ
」
と
、
園

児
が
ア
ピ
ー
ル
し
て
く
れ
る
ん
で
す
。

そ
の
気
持
ち
が
う
れ
し
い
し
、
お
い
し

そ
う
に
食
べ
て
い
る
顔
を
見
る
の
が
楽

し
み
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
笑
顔
を
守
り
ま
す

桜
井
さ
ん
―
広
い
視
野
を
持
っ
て
、
安

全
面
に
万
全
を
期
し
な
が
ら
、
園
児
も

自
分
も
一
緒
に
楽
し
め
る
保
育
を
し
て

い
き
た
い
で
す
。

野
上
さ
ん
―
こ
れ
か
ら
も
安
全
で
お
い

し
い
給
食
を
作
っ
て
、
園
児
の
笑
顔
を

見
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

■白梅保育園

　大学の卒業研究として大地の芸
術祭のプロジェクトに参加したこ
とがきっかけで移住しました。

1明後日新聞社  莇平集落に関わるきっかけにな
った、廃校を新聞社にした作品「明後日新聞社文
化事業部」
2賽の神  豪雪の洗礼を受けつつ、集落の伝統行
事「賽の神」「鳥追い」に参加することができた
小正月。よく食べ、よく飲み、よく笑いました。
3墨ぬり  墨ぬりと婿なげという一年の中でも最
も濃い行事、厳しい冬を皆で笑って乗り越えてい
くパワーに圧倒されました。 
4お花見  長い冬を越えたことで喜びもひとしお
の桜の開花。植物がいっせいに芽吹くこの季節を
体験すると冬の辛さも忘れてしまうのだとか。

5朝顔の苗植え  集落の皆さんと一緒に朝顔を植
える大事な日。この朝顔の種に芸術祭に参加した
12年前からの歴史がぎゅっと詰まっています。 
6ぜんまい干し  手取り足取り教わりながら奮闘
した山菜採りと、その下ごしらえ。ぜんまいのも
みすりは手間がかかりますが、お母さんたちのベ
テランぶりはさすが！ 
7ゴロゴロ  若いアーティストが始めた「ゴロゴ
ロ」というイベント。今では集落の人も水掛けみ
こしのように盛り上がり、なくてはならないお盆
の風物詩です。  
8演劇祭  集落の盆踊りにあわせ、学生有志が集

まって盛り上がる「演劇祭」。観客も演技に参加
してしまうほどの一体感に包まれます。 
9稲刈り  たくさんの人の手で植えた苗を手で刈
り取る稲刈りは、集落の人の助けなしには成り立
ちません。慣れていないと刈るのもまとめるの
も一苦労。お父さんやお母さんたちの知恵に学
びます。
10けんこつ体操  集落のお母さんたちの健康づく
りとコミュニケーションの場「けんこつ体操」に
参加。おしゃべりしたり、おいしい手料理を食べ
たり、楽しみながら元気になる秘けつです。

1

108

32

5 6

7

4

9

Finder
ファインダー

移住者が撮るとおかまち

茂
木
　
真
梨
子
さ
ん

22
歳
・
莇
平
・
埼
玉
県
出
身

移
住
し
て
１
年
目

（

（



このコーナーは、まちの話題や活動などを紹介しています。
情報がありましたら、企画政策課広報広聴係（☎757-3112）へ気軽にお寄せください。

＝市民リポーターによる市民目線でのリポートです。市民リポーターは
　いつでも募集していますので、興味のある人は問い合わせてください。
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　 第49回 交 通 安

全子供自転車新潟

県大会に川治小学

校４～６年生15

人が参加し、団体・

個人ともに優勝。

県下初の団体７連

覇の偉業を成し遂

げました。部長の

増田青空さん（６年生）は「先輩の伝統を受け継ぎ、７連

覇できてうれしい。全国大会では緊張せず笑顔でがんばり

たい」と、意気込みました。

　姉妹都市提携40周年を記念して、イタリア・

コモ市から12人の親善使節団の皆さんが訪れま

した。滞在中は、記念式典や歓迎行事に参加した

ほか、大地の芸術祭の作品鑑賞や市内視察で十日

町市を満喫。市内視察では、博物館で火焔型土器

を見学したほか、茶道

や着物着付けなどを体

験し、市の歴史や文化を肌で感じていました。親善使節団代表のステーファノ・

レニャーニ市議会議長は、４日間の滞在を振り返り、「多様な文化が共存する

ことが平和な世界につながる。これからもお互いの文化を大切にしていきたい」

と語りました。

　「美人林野外写真展　

わしらの芸術祭」が始ま

りました。初日は、下川

手集落の皆さんや清水重

蔵さん（写真家）、関係

者が集まり、開会を祝い

ました。約２年前、清水

さんと下川手集落の人と

の出会いがきっかけで、

清水さんも集落の皆さんも風景や人物、出来事を撮影するようになりま

した。今回は数千枚の写真の中から厳選した24枚の作品を展示。集落

内にある「写真の家」でも展示しています。

　明治42年、「雪途派出分教場」として開設し、昭

和60年に今の校舎に建て替えられ、平成２年に閉

校した清田山冬季分校。今年の取り壊しが決まった

ことを受け、集落の皆さんがお別れ会を開きまし

た。卒業生やその保護者、先生など約50人が集まり、

昔を懐かしみました。実行委員長の山田勝也さん

（35歳・清田山）は「この学校で、先生も地域の人

も一生懸命に教えてくれた。今あるのはこの学校の

おかげ。感謝しています」と別れを惜しみました。

　毎年恒例の

観音祭り。19

日夜は110の

団体・個人の

メッセージ付

き打ち上げ花

火が夜空を彩

り、20日には十王堂（松代小学校向かい）で大般

若。ほくほく通りには屋台が立ち並び、稚児行列や

マーチングパレード、吹奏楽演奏会や世田谷サンバ

カーニバル、民謡流しでにぎわいました。２日間で

9,300人が訪れ、その熱気を楽しんでました。

　平成22年度から工事が始まった岩瀬トンネル

がついに開通。国道403号の難所であった大倉～

岩瀬間は、設置済みの雪崩補強土壁２基と雪崩予

防柵44基に新トンネルができ、冬場でも安全に

通ることができるようになりました。江口逸雄さ

ん（69歳・小白倉）は「これからは雪崩を心配

することなく、

冬も安心して

仙田地区を往

来できる」と、

喜びでいっぱ

いでした。

　ミシュラン２つ星を３年連続で獲得してい

る一流レストランR
リューズ

YUZU（東京都港区）の

オーナーシェフ・飯塚隆太さん（46歳・市

内出身）が、「七夕のゆうべ」と題した賞味

会でその腕を振るいました。地元生産者で組

織した「十日町の食材を使った賞味会実行委

員会（事務局・クロステン）」による会で、

市内の宿泊施設・飲食業など関係者40人が

その味を堪能。出席者からは、「普段食べて

いる地元食材がこんなにおいしくなるなん

て」「食を通じて十日町市の可能性を感じま

した」と、感嘆の声が上がっていました。

わしらだって芸術家！集落の写真展開催

さよなら学び舎、ありがとう

本格的なサンバで熱気あふれるひととき 新トンネル開通で難所が解消 飯塚シェフ凱旋クッキング　一流の手で地元食材を調理

７月４日㈯：美人林※11月８日㈰まで

７月11日㈯：旧倉俣小学校清田山冬季分校

７月19日㈰・20日（海の日）：松代 ７月19日㈰：岩瀬トンネル ７月６日㈪：ユキツマリ（クロステン）

川治小、県下初の７連覇達成

６月27日㈯：新潟市黒埼地区体育館

40年のお付き合い、これからも

７月25日㈯～ 28日㈫：市内

表彰おめでとうございます

　学校や地域での熱心な活動が認めら

れ受賞しました。

・十日町市立川治小学校（優良校）
・十日町市立西小学校PTA（優良団体）
・十日町地区交通安全協会中条支部
　（優良団体）

県知事表彰（交通安全）



催
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催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
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ツ

く
ら
し
・
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

被
爆
・
終
戦
70
周
年

原
水
協
の
あ
ゆ
み
展

　
原
水
爆
禁
止
十
日
町
市
協
議
会

58
年
の
あ
ゆ
み
と
、
戦
争
下
の
暮

ら
し
の
写
真
な
ど
の
展
示
で
す
。

日
８
月
10
日
㈪
～
８
月
23
日
㈰
午

前
９
時
～
午
後
７
時

会
情
報
館

￥
無
料

問
生
涯
学
習
課
（
☎
７
５
７
―
８

９
１
８
）

親
子
で
遊
ぼ
う
！
真
夏
の
雪
遊
び

清
田
山
自
然
運
動
公
園
ま
つ
り

日
８
月
15
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後

２
時
30
分

会
清
田
山
キ
ャ
ン
プ
場

内
／
￥
う
な
ぎ
の
つ
か
み
ど
り
／

１
５
０
０
円
（
子
ど
も
７
０
０

円
）、
そ
う
め
ん
流
し
／
５
０

０
円
（
子
ど
も
３
０
０
円
）、

雪
中
宝
さ
が
し
な
ど
／
各
１
０

０
円
、
雪
の
す
べ
り
台
／
無
料

持
う
な
ぎ
の
つ
か
み
ど
り
の
参
加

者
は
濡
れ
て
も
よ
い
履
物

問
観
光
協
会
中
里
事
務
所
（
☎
７

６
３
―
３
１
６
８
）・
清
田
山

自
然
運
動
公
園
ま
つ
り
実
行
委

員
会（
☎
７
６
３
―
３
０
０
１
）

第
3
回
平
和
展

軍
国
少
年
・
少
女
は
こ
う

し
て
つ
く
ら
れ
た

　
戦
時
資
料
な
ど
か
ら
戦
争
を
考

え
ま
す
。

日
8
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰
午
前
9

時
～
午
後
4
時

会
松
之
山
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

内
第
二
次
世
界
大
戦
当
時
の
日
用

品
・
玩
具
な
ど
の
戦
時
資
料
、

原
爆
写
真
・
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
の

展
示
な
ど

問
第
3
回
平
和
展
実
行
委
員
会
・

小
見（
☎
５
９
６
―
３
３
６
９
）

第
3
回

十
日
町
市
民
盆
踊
り
大
会

　
古
く
か
ら
伝
わ
る
盆
踊
り
、
明

る
く
楽
し
い
心
に
残
る
大
会
に
し

ま
し
�
う
。
出
店
も
あ
り
ま
す
。

日
8
月
16
日
㈰
午
後
6
時
～
10
時

会
ほ
く
ほ
く
線
駅
西
ひ
ろ
ば

他
子
ど
も
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り

問
実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎
７
５

７
―
８
８
７
７
）

第
18
回

ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
夏
ま
つ
り

日
8
月
22
日
㈯
午
後
6
時
30
分
～

9
時
※
打
ち
上
げ
花
火
8
時
45

分
～

会
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
（
フ
ォ
ー
ラ
ム

セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場
）

内
盆
踊
り
大
会
＆
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ

音
頭
、
屋
台
・
縁
日
コ
ー
ナ
ー
、

花
火
ひ
ろ
ば
な
ど

他
車
は
路
上
駐
車
を
し
な
い
で
第

一
駐
車
場
（
サ
ッ
カ
ー
場
横
）

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

問
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
夏
ま
つ
り
実
行

委
員
会
（
☎
７
５
８
―
４
８
９

３
）

ナ
ナ
シ
の
マ
ル
シ
ェ

～
ほ
く
ほ
く
列
車
の
市
～

　
貸
切
列
車
に
個
性
あ
る
店
を
乗

せ
て
往
復
す
る
「
動
く
市
」
で
す
。

日
8
月
23
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

３
時
ご
ろ

会
十
日
町
駅
・
ま
つ
だ
い
駅
・
六

日
町
駅

※市では広告を募集しています。
　詳しくは広報広聴係まで

広告掲載

￥
無
料
※
駅
ホ
ー
ム
に
入
る
た
め

の
入
場
券
ま
た
は
乗
車
券
が
必

要
（
ま
つ
だ
い
駅
は
不
要
）

内
ク
ラ
フ
ト
品
・
ナ
チ
ュ
ラ
ル
雑

貨
・
農
産
品
な
ど
の
販
売
、
楽

器
演
奏

●
停
車
時
間
＝
十
日
町
駅

：

午
前

10
時
10
分
～
30
分
（
20
分
）・

午
後
２
時
23
分
～
25
分
（
2

分
）、
ま
つ
だ
い
駅

：

午
前
10

時
40
分
～
午
後
2
時
14
分
（
3

時
間
34
分
）

他
六
日
町
駅（
午
後
2
時
36
分
着
）

で
、
洗
車
機
に
入
る
体
験
あ
り

※
15
分
程
度

問
ナ
ナ
シ
の
マ
ル
シ
�
事
務
局
・

田
村
（
☎
０
９
０

｜

４
９
４
３

｜

６
１
２
８
）

２
０
１
５

ハ
ー
ト
フ
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト

日
8
月
29
日
㈯
午
後
2
時
～
※
開

場
1
時
30
分

会
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

￥
５
０
０
円
※
高
校
生
以
下
無
料

●
出
演
＝
Ｍ
Ｃ
Ｇ
男
声
合
唱
団
・

長
岡
メ
ン
ネ
ル
コ
ー
ル
・
サ
ン

デ
ー
ボ
ー
カ
ル
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
・
コ
ー
ラ
ス
ラ
イ
ン
・
つ
な

ん
合
唱
隊
・
千
年
の
森
少
年
少

女
合
唱
団
・
が
ち
�
う
の
会

問
が
ち
�
う
の
会
・
小
野
塚
（
☎

０
９
０

｜

５
５
２
３

｜

８
５
９

５
）

第
26
回 

美
術
館
鑑
賞
ツ
ア
ー

　
優
れ
た
文
化
・
芸
術
を
楽
し
く

鑑
賞
し
ま
し
�
う
。

日
9
月
6
日
㈰
午
前
6
時
15
分
～

午
後
7
時
（
予
定
）

●
行
き
先
＝
東
京
都
（
国
立
新
美

術
館
・
東
京
都
美
術
館
・
昼
食

ホ
テ
ル
ビ
ュ
ッ
フ
�
）

￥
１
万
１
千
円

定
先
着
43
人

〆
8
月
20
日
㈭

申
は
が
き
に
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

〒
９
４
８
―
０
０
２
２
十
日
町

市
辰
甲
７
３
０
―
1
中
央
公
民

館
「
美
術
館
鑑
賞
ツ
ア
ー
」
係

問
十
日
町
市
芸
術
協
会
・
中
條（
☎

０
９
０
―
８
７
７
１
―
５
１
７

６)古
代
の
布

ア
ン
ギ
ン
製
作
の
実
演

　
妻
有
に
残
る
、
縄
文
時
代
の
布

の
織
り
方
を
見
学
で
き
ま
す
。

日
9
月
13
日
㈰
ま
で
の
毎
週
日
曜

日
午
前
10
時
～
午
後
3
時

会
奴
奈
川
姫
の
家
（
松
代
室
野
）

￥
無
料

問
岩
田
（
☎
０
９
０

｜

５
２
５
５

｜

９
６
９
９
）

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
募
集

第
二
次
十
日
町
市
総
合
計

画
基
本
構
想
︵
案
︶

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
し
て

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間
＝
８
月
11
日
㈫
～
９

月
10
日
㈭
※
必
着

●
資
料
の
閲
覧
場
所
＝
企
画
政
策

課
・
各
支
所
地
域
振
興
課
・
各

公
民
館
・
情
報
館
・
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

●
意
見
の
提
出
方
法
・
問

郵

送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル

（t-k
ik

a
k
u
@

city
.to

k
a
m

a
ch

i.

lg
.jp

）
の
い
ず
れ
か
で
、
〒
９

４
８

｜

８
５
０
１
千
歳
町
３

｜

３
企
画
政
策
課
（
☎
７
５
７

｜

３
１
９
３
、
Ｆ
７
５
２

｜

４
６

３
５
）

上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

在
職
者
訓
練
︵
技
能
向
上

コ
ー
ス
︶
受
講
生
募
集

【
Ｊ
Ｗ
︱
Ｃ
Ａ
Ｄ
（
初
級
）
コ
ー

ス
２
】

日
９
月
19
日
㈯
・
26
日
㈯
午
前
９

時
～
午
後
４
時

￥
２
４
０
０
円

定
10
人
※
超
え
た
と
き
は
抽
選

内
Ｊ
Ｗ
―
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
基
本
操
作
※

各
コ
マ
ン
ド
の
操
作
方
法

【
溶
接
検
定
準
備
コ
ー
ス
２
】

日
９
月
19
日
㈯
～
20
日
㈰
午
前
９

時
～
午
後
４
時

対
溶
接
に
関
し
て
３
か
月
以
上
の

実
務
経
験
の
あ
る
人

￥
３
９
０
０
円
※
材
料
な
ど
持
参

定
10
人
※
超
え
た
と
き
は
抽
選

内
受
験
に
向
け
た
実
技
講
習

〈
共
通
〉

〆
９
月
７
日
㈪

会
・
申
・
問
県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス

ク
ー
ル
（
上
越
市
・
☎
０
２
５

―
５
４
５
―
２
１
９
０
）

10
月
入
校
生
募
集

事
務
エ
キ
ス
パ
ー
ト
科
２
期

日
10
月
２
日
㈮
～
平
成
28
年
２
月

26
日
㈮
の
平
日
午
前
９
時
20
分

～
午
後
3
時
50
分

会
ス
リ
ー
エ
ス
Ｉ
Ｔ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
（
伊
達
３
）

対
Ｏ
Ａ
の
基
礎
か
ら
応
用
へ
と
学

び
、
就
職
を
希
望
す
る
人

￥
無
料
※
テ
キ
ス
ト
代
・
受
験
料

な
ど
自
己
負
担
あ
り

定
20
人

〆
９
月
４
日
㈮

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
（
☎
７

５
７
―
２
４
０
７
）

問
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

（
☎
０
２
５
―
７
９
４
―
２
４

１
０
）

十
日
町
商
工
会
議
所
職
員
募
集

　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
人
員
＝
１
人

●
初
任
給
＝
17
万
３
千
円
～

●
勤
務
時
間
＝
午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時

●
受
験
資
格
＝
昭
和
61
年
4
月
2

日
以
降
生
ま
れ
で
、
学
校
教
育

法
に
よ
る
４
年
制
大
学
を
卒
業

し
た
人
ま
た
は
平
成
28
年
３
月

31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

●
採
用
日
＝
平
成
28
年
４
月
1
日

●
募
集
期
間
＝
８
月
３
日
㈪
～
９

月
４
日
㈮
※
必
着

問
十
日
町
商
工
会
議
所
（
☎
７
５

７
―
５
１
１
１
）

﹁
ふ
る
さ
と
名
物
商
品
﹂
の

ネ
ッ
ト
販
売
の
募
集
・
支
援

●
対
象
商
品
＝
県
内
で
製
造
ま
た

は
加
工
さ
れ
た
も
の
、
新
潟
な

ら
で
は
の
ス
ト
ー
リ
ー
性
が
あ

る
も
の
な
ど

対
県
内
に
主
た
る
事
業
所
が
あ

り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
事
業
者
①
自
社
で
運
営
す
る

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
対
象

商
品
を
販
売
し
て
い
る
（
た
だ

し
、
複
数
の
製
造
事
業
者
の
商

品
を
取
り
揃
え
る
こ
と
）、
②

対
象
商
品
を
製
造
し
て
い
る

〆
10
月
30
日
㈮
ま
で

申
・
問
に
い
が
た
産
業
創
造
機
構

（
Ｎ
ニ
コ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
詳
細
を
確
認
の
上
、
に
い
が

た
産
業
創
造
機
構
市
場
開
拓
チ

ー
ム
（
☎
０
２
５

｜

２
４
６

｜

０
０
４
４
）

こ
ど
も
仕
事
塾

日
８
月
22
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後

３
時
（
入
退
場
自
由
）
※
最
終

受
付
２
時
30
分

対
小
学
生
※
低
学
年
は
引
率
者
同

伴
￥
無
料

内
フ
ォ
ト
ス
タ
ン
ド
・
金
属
を
削

っ
た
コ
マ
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の

作
成
や
、
自
動
車
の
整
備
な
ど

の
体
験

会
・
問
県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー

ル
（
上
越
市
・
☎
０
２
５
―
５

４
５
―
２
１
９
０
）

夏
休
み
ジ
オ
ラ
マ
工
作
教
室

　
精
巧
な
生
き
物
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を

使
っ
た
ジ
オ
ラ
マ
（
立
体
模
型
）

を
作
り
ま
す
。

日
８
月
23
日
㈰
午
後
２
時
～
４
時

対
小
学
生
以
上
※
保
護
者
同
伴
で

幼
児
も
可

￥
５
０
０
円
～
千
円

定
先
着
20
人
※
要
事
前
申
し
込
み

講
根
津
章
太
郎
さ
ん
（
ジ
オ
ラ
マ



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

測定値は全て通常の範囲内でした
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お知らせ・ガイド申込み ＦＡＸ締め切り 問合せその他講師

内容休館日日時 定員会場 対象者 料金 持ち物日 休 会 対 ￥ 定 内 持
講 他 〆 申 問 Ｆ

市報とおかまち　平成27年８月10日号25

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

作
家
）

他
汚
れ
て
も
い
い
服
装

会
・
申
・
問
情
報
館
（
☎
７
５
０

―
５
１
０
０
）

津
南
中
等
教
育
学
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

日
8
月
29
日
㈯
午
後
1
時
～

対
誰
で
も
参
加
可

内
授
業
参
観
・
授
業
体
験
（
小
学

生
の
み
）・
説
明
会
・
部
活
動

見
学
な
ど

会
・
問
県
立
津
南
中
等
教
育
学
校

（
☎
７
６
５
―
２
３
１
５
）

市
総
合
体
育
館

ア
プ
ロ
ー
チ
改
修
工
事

　
正
面
階
段
部
分
の
全
面
改
修

と
、
手
す
り
・
屋
根
付
通
路
の
柱

の
補
修
な
ど
の
工
事
を
し
ま
す
。

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
※
施
設
は
通
常
通
り
利
用
可

●
工
事
期
間
＝
８
月
中
旬
～
10
月

下
旬

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
７
５
６

―
５
０
１
３
）

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

試
合
観
戦
ご
招
待

　
Ｊ
１
リ
ー
グ
対
横
浜
Ｆ
・
マ
リ

ノ
ス
に
無
料
で
招
待
し
ま
す
。
※

自
由
席

日
９
月
12
日
㈯
午
後
７
時

会
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ

ア
ム
（
新
潟
市
） 

対
市
内
在
住
者

定
２
０
０
人
※
応
募
多
数
時
は
抽

選
〆
８
月
28
日
㈮
必
着

申
・
問
往
復
は
が
き
に
「
９
月
12

日
横
浜
」・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

（
あ
れ
ば
）・
チ
ケ
ッ
ト
希
望
枚

数
（
２
枚
ま
で
）・
後
援
会
資

料
請
求
有
無
を
記
入
し
、
〒
９

５
０
―
０
９
５
４
新
潟
市
中
央

区
美
咲
町
２
―
１
―
10
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援
会
「
試
合

観
戦
ご
招
待
」
係
（
☎
０
２
５

―
２
８
２
―
０
０
１
１
）
※
一

世
帯
一
通
限
り
有
効

十
日
町
病
院
休
診
の
お
知
ら
せ

　
次
の
と
お
り
休
診
し
ま
す
。
ご

～保育園・小中学校ほか放射線空間測定結果～

【測定方法】

・定点地の測定値は各施設の周辺４隅と中央

部分の５か所を測定した平均値です。

・サーベイメータによる測定結果です。サー

ベイメータは、人体の被ばく管理用のため

最も放射線に敏感な皮膚下の数値に補正し

た上で表示されます。このため、モニタリ

ングポストの測定値に対して３割程度高め

になる傾向があります。

　本年度に実施した放射線空間測定の結果、いずれの場所からも国の基準を

超える値は測定されず、通常の範囲内でした。

●測定期間＝５月～６月

●測定場所＝市内全ての保育園、幼稚園、小・中学校、主な体育施設や公園など

●測定結果

※地上１ｍでの測定値
※（　）内は平成26年５～６月の数値
※各施設の測定結果は、市ホームページまたは防災安全課で確認できます

測　定　施　設 平　均 最　大 最　小

保育園・幼稚園 26施設 0.068（0.074） 0.102（0.106） 0.050（0.062）

小学校・中学校 29施設 0.072（0.075） 0.094（0.102） 0.050（0.052）

公　　園 16施設 0.066（0.075） 0.076（0.086） 0.054（0.066）

屋外体育施設 8施設 0.060（0.067） 0.083（0.085） 0.050（0.062）

計 79施設 0.068（0.074）

単位：μ Sv/h（１時間当たりのマイクロシーベルト）

【基準】

・国は、地上１メートルの高さで0.23 ～１μSv/

h未満の値が測定されたときは覆土処理で、１

μSv/hを超えたときは土壌などを撤去し別途

保管処理で対応することとしています。

・県は、0.016 ～ 0.16μSv/hを通常の測定範囲

としています。

問防災安全課防災安全係（☎757-3197）

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
耳
鼻
咽
喉
科
】

日
8
月
14
日
㈮
・
9
月
4
日
㈮
・

29
日
㈫
・
10
月
9
日
㈮

【
神
経
内
科
】

日
9
月
11
日
㈮
・
10
月
6
日
㈫
・

7
日
㈬

問
十
日
町
病
院
経
営
課
（
☎
７
５

７
―
５
５
６
６
）

は
か
り
の
定
期
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

取
引
や
証
明
に
使
う
は
か
り

は
、
製
造
時
に
「
検
定
証
印
」
ま

た
は
「
基
準
適
合
証
印
」
が
付
さ

れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
は
か
り
は
2
年
に
1
回
の

定
期
検
査
（
義
務
）
で
合
格
し
な

い
と
取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
検
査
対
象
の

は
か
り
を
所
有
し
て
い
て
、
新
た

に
検
査
を
希
望
す
る
人
は
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
（
平
成
25
年
度
に

検
査
を
受
け
た
人
は
、
案
内
文
書

と
事
前
調
査
書
を
送
付
済
み
）。

【
取
引
と
は
】
有
償
、
無
償
を
問

わ
ず
、
物
ま
た
は
役
務
の
給
付
を

目
的
と
す
る
業
務
上
の
行
為

【
証
明
と
は
】
公
に
ま
た
は
業
務

上
他
人
に
一
定
の
事
実
が
真
実
で

あ
る
旨
を
証
明
す
る
こ
と

●
検
査
の
対
象
に
な
る
使
用
例

・
商
店
・
露
店
・
行
商
な
ど
の
商

品
の
売
買

・
工
場
・
事
業
所
な
ど
の
原
材
料

の
購
入
や
製
品
の
販
売
・
出
荷

・
農
業
な
ど
の
生
産
者
の
生
産
物

な
ど
の
売
買
ま
た
は
出
荷

・
食
肉
・
惣
菜
な
ど
の
グ
ラ
ム
表

示
の
あ
る
商
品
の
販
売

・
納
品
検
収

●
検
査
対
象
外
の
使
用
例

・
家
庭
用（
キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー
ル
・

ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
）

・
事
業
所
な
ど
で
の
品
質
管
理
や

原
料
の
調
合
な
ど
の
み

・
飲
食
店
な
ど
で
の
食
材
の
調
配

合

【
県
の
定
期
検
査
】

日
9
月
17
日
㈭
～
10
月
9
日
㈮
の

間
の
指
定
日

会
市
内
各
所

〆
8
月
18
日
㈫

申
・
問
産
業
政
策
課
（
☎
７
５
７

―
３
１
３
９
）

わ
か
者
求
人
情
報
発
信

支
援
事
業
補
助
金

　
就
職
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（
平
成

29
年
新
卒
者
用
）
を
利
用
し
た
求

人
情
報
発
信
事
業
に
対
し
、
そ
の

利
用
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
製
造
業
（
市
内
に
事
業
所
が
あ

る
こ
と
）、施
設
農
業
・
運
輸
業
・

建
設
業
・
宿
泊
業
・
情
報
サ
ー

ビ
ス
業
・
学
術
・
研
究
開
発
機

関
（
市
内
に
本
社
ま
た
は
主
と

な
る
事
業
所
が
あ
る
こ
と
）、

社
会
保
険
・
社
会
福
祉
・
介
護

事
業
（
市
内
に
本
社
ま
た
は
主

と
な
る
事
業
所
が
あ
り
、
か
つ

製
造
部
門
が
あ
る
こ
と
）
※
い

ず
れ
も
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ

と
〆
11
月
30
日
㈪

●
補
助
率
（
金
額
）
＝
２
分
の
１

以
内
（
上
限
額

：

50
万
円
・
下

限
額

：

５
万
円
）

●
交
付
決
定
＝
12
月
下
旬（
予
定
）

※
補
助
金
の
交
付
お
よ
び
満
額

で
の
交
付
が
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す

他
合
同
就
職
説
明
会
へ
の
出
展
事

業
、
企
業
団
体
の
求
人
に
関
す

る
広
報
事
業
へ
も
補
助
あ
り

　
※
随
時
受
付

申
・
問
産
業
政
策
課
（
☎
７
５
７

―
３
１
３
９
）

消
費
生
活
移
動
相
談
室

弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

　
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
一
人

で
悩
ま
ず
、相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
事
例
１
】
証
券
会
社
に
勧
め
ら

れ
商
品
先
物
取
り
引
き
を
始
め
た

が
、
追
加
の
証
拠
金
を
請
求
さ
れ

困
っ
て
い
る
。

【
事
例
２
】
契
約
し
た
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
い
。

【
事
例
３
】
電
話
料
金
が
安
く
な

る
と
電
話
で
勧
め
ら
れ
光
回
線
を

契
約
し
た
が
安
く
な
ら
な
い
。
違

約
金
な
し
で
解
約
し
た
い
。

日
８
月
30
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～

12
時
30
分
※
要
予
約

会
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

〆
８
月
27
日
㈭

申
・
問
市
消
費
生
活
相
談
窓
口（
☎

７
５
７
―
３
７
４
０
）

出
張
無
料
相
談
会

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
働
く
こ
と
に
悩
み
を
抱
え
て
い

る
人
の
た
め
の
出
張
相
談
と
気
軽

に
話
せ
る
し
ゃ
べ
り
場
で
す
。

日
８
月
21
日
㈮
・
９
月
４
日
㈮
・

25
日
㈮
〈
相
談
〉
午
後
１
時
～

３
時
（
要
予
約
）、〈
し
ゃ
べ
り

場
〉
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分
会
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

対
15
～
39
歳
ま
で
の
無
職
の
若
者

や
そ
の
保
護
者

申
・
問
三
条
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
☎
０
２
５
６

―
32
―
３
３
７
４
）

受
入
企
業
募
集

新
潟
冬
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　
県
で
は
県
内
在
住
の
大
学
生
を

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
受
け
入
れ

る
企
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
㈱
マ
ナ
ー
ズ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://y

a
m

a
d
a
se

tsu
k
o
.

co
m

）
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
実
習
期
間
＝
11
月
下
旬
～
平
成

28
年
２
月
下
旬
※
1
人
当
た
り

５
日
間

問
県
総
務
管
理
部
大
学
・
私
学
振

興
課
（
☎
０
２
５
―
２
８
０
―

５
２
６
７
）・
㈱
マ
ナ
ー
ズ
（
☎

０
２
５
―
２
１
１
―
４
４
５

７
）

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　
市
報
7
月
25
日
号
20
ペ
ー
ジ
8

月
の
ち
び
っ
こ
ひ
ろ
ば
の
「
橘
に

こ
に
こ
ル
ー
ム
」
の
日
時
が
「
7

日
㈮
・
21
日
㈮
」
と
あ
り
ま
し
た

が
、
21
日
は
改
修
工
事
の
た
め
お

休
み
で
す
（
子
育
て
お
話
会
含

む
）。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。



Serialization corner 連載コーナー

里
山
で
育
ま
れ
た
知
恵
や
技
を
ぜ
ひ
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係
☎
７
５
７

�

３
１
１
２
ま
で

市報とおかまち

連載コーナー Serialization corner

　現在、会員35人。昭和47年に発足した「石場かち保存会」から活動を続け、
今年100歳を迎えるメンバーも在籍。活動には、水沢地区外からも参加可能。
会員・賛助会員は随時募集中です。

　水沢小学校の４年生は、３つの芸
能から好きなものを学び、文化祭な
どで披露します。平成12年からは
公民館の土曜日事業として、５・６
年生の希望者が練習を重ね、雪まつ
りや地域のイベントに参加。活躍の
場が広がっています。

　平成₁₄年９月、十日町市無形民俗文化財の認定を受けるにあたって、
石場かちを実演しました。観泉院鐘楼堂の地鎮祭、つつじ原まつりな
どのイベントのほか、大地の芸術祭の作品にも参加してきました。
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活
動
を
紹
介
し
た
い
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す

ひ
と
サ
ポ
　
☎
７
６
１

�

７
４
４
４

市民活動ネットワークひとサポが、

旬な人・団体を紹介します。

連載コーナー

89

　薪を利用することが、山
や田畑を管理することにな
る。放置すると米や野菜の
収穫にも影響があるそう。
自然を利用することは、あ
らゆることにつながってい
ると教えてもらいました。

❸

❺❷

❶

❹

薪ま
き

を
利
用
す
る

富
沢
達
司
さ
ん
（
太
平
・
79
歳
）

お
ら
ほ
の

た
か
ら

｜ 

つ
な
ぐ
知
恵
と
技 

｜

₃

世
代
を
つ
な
ぎ
地
域
の
地
固
め

水
沢
伝
統
芸
能
保
存
会

　
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
﹁
石
場
か
ち
﹂
や
祝
い
歌
﹁
天て

ん
じ
ん
ば
や
し

神
囃
子
﹂、﹁
か
ら
す

踊
り
﹂（
盆
踊
り
）
を
守
り
育
て
て
い
る
保
存
会
の
皆
さ
ん
�
市
内
外
の
幅
広
い
場
で

芸
能
を
披
露
す
る
ほ
か
、
平
成
10
年
か
ら
は
、
水
沢
小
学
校
４
年
生
に
総
合
学
習
の
一

環
と
し
て
、
地
域
の
伝
統
芸
能
を
伝
え
て
い
ま
す
�

　
◆
問
合
せ

：

事
務
局
・
金
澤
友
一
さ
ん
　
☎
７
５
８
︱
３
１
０
１
（
水
沢
公
民
館
内
）

　
家
屋
の
伝
統
的
な
土
固
め
方
法
で
あ

る
「
石
場
か
ち
」
は
、
全
国
各
地
で
見

ら
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
27
年
建
築
基
準

法
の
施
行
と
と
も
に
、
次
第
に
姿
を
消

し
ま
し
た
。
昭
和
47
年
、
地
域
に
伝
わ

る
手
順
や
唄
を
残
そ
う
と
「
石
場
か
ち

保
存
会
」
が
発
足
。
関
係
者
の
高
齢
化

に
伴
い
活
動
が
滞
っ
て
い
た
平
成
８

年
、
公
民
館
利
用
団
体
か
ら
希
望
者
が

集
ま
り
、
新
た
な
保
存
会
の
取
組
み
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
会
長
の
金
澤
友
一
さ
ん
（
82
歳
・
幸

町
）
は
、「
昨
年
、
太
鼓
や
衣
装
が
全

て
揃
っ
た
。
ゼ
ロ
か
ら
始
め
て
よ
う
や

く
こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
た
」
と
感
慨
深
く

振
り
返
り
ま
す
。
水
沢
小
学
校
で
の
活

動
も
今
年
で
17
年
目
。
指
導
者
不
足
に

悩
み
つ
つ
も
、
子
ど
も
た
ち
の
中
か
ら

次
の
担
い
手
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
期
待

を
寄
せ
ま
す
。
天
神
囃
子
の
振
り
付
け

を
担
当
し
、
小
学
生
の
指
導
を
続
け
る

樋
口
ト
ヨ
さ
ん
（
70
歳
・
新
宮
）
は
、「
毎

年
踊
り
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
う
れ

し
い
。
保
護
者
か
ら
も
感
謝
の
声
を
い

た
だ
き
ま
す
」
と
笑
顔
。
水
沢
の
伝
統

芸
能
は
、
世
代
を
超
え
て
地
域
の
「
土

台
」を
築
く
役
割
を
も
担
っ
て
い
ま
す
。

を
燃
料
に
し
た
五
右
衛
門
風
呂
を
つ
く
り

ま
し
た
。「
一
度
沸
か
す
と
夜
中
ま
で
温

か
く
て
ね
、
近
所
の
人
が
入
り
に
来
る
ほ

ど
だ
っ
た
」。
今
の
家
に
建
て
替
え
て
か

ら
も
、
そ
の
良
さ
が
忘
れ
ら
れ
な
く
、
薪

ス
ト
ー
ブ
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　「﹃
大
変
だ
の
﹄
と
言
わ
れ
る
が
、
苦
を

感
じ
た
こ
と
は
な
い
」「
体
を
動
か
せ
ば
、

自
然
か
ら
の
ど
ん
な
恵
み
も
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
や
っ
て
み
た
ら
い
い
さ
」。

　
富
沢
達
司
さ
ん
の
自
宅
近
く
の
材
木
置

場
に
は
、
道
路
や
電
線
の
管
理
の
た
め
に

切
ら
れ
た
木
々
が
い
つ
も
運
ば
れ
て
き
ま

す
。「
昔
は
ど
こ
の
家
も
、
ボ
イ
（
細
か

い
枝
）
や
ス
ギ
っ
葉
か
ら
幹
ま
で
燃
料
と

し
て
使
っ
て
た
も
ん
さ
」「
今
で
は
、
こ

の
辺
で
薪
を
使
っ
て
い
る
の
は
２
軒
だ

け
。
山
も
荒
れ
て
く
る
わ
け
だ
」
と
、
里

山
の
現
状
を
見
つ
め
ま
す
。

　
薪
を
利
用
し
て
約
50
年
。
最
初
は
、
薪

自然とともに生きるなら、
楽しみながら利用しないと

❶春の残雪があるころ、山

から切り出した木をそりに

乗せて道路脇まで運搬。❷

消雪後、軽トラックで自宅

近くに運び薪にします。「大

きな木も一日半あれば片付

くよ」❸道具は一生使える

そう。❹夏の間に並べて乾

燥。❺薪ストーブは点火後、

約30分で温まります。「長

持ちして最高だね」

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
吉
川
　
裕
子
さ
ん

取
材
し
た
人
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く
じ
ら
ぐ
も
に
の
っ
た
よ

高
橋
　
美み
は
る遥

さ
ん
（
１
年
）

わ
た
し
の
カ
ラ
フ
ル
ぼ
う
し

久
保
田
侑ゆ

奈な

さ
ん
（
２
年
）

鳥
の
親
子

種
村
　
猛
た
け
き

さ
ん
（
４
年
）

　みんなで「くじらぐも」にの
って、海の上をとんでいます。
きれいな海やビル、駅が見えま
す。すべり台がついていて、下
におりられます。友だちの服の
色をくふうしました。

　とびらを開けるとそこには海の
世界が広がっています。滝の水し
ぶきがにじになっている様子を工
夫しました。海の中はクジラやエ
イ、ノコギリザメなど、たくさん
の生き物でにぎやかにしました。

　色紙をいろいろな形に切っ
て、かざりを作りました。花と
ウサギのもようが気に入ってい
ます。

　ぼくは、自然が大好きです。
ひなが無事に大きくなればいい
なあと思って描きました。

　

が
ん
ば
っ
た
こ
と
は
、
ア

ジ
サ
イ
の
色
を
い
ろ
ん
な
色

で
ぬ
っ
た
こ
と
で
す
。
は
み

出
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

ま
し
た
。

　

運
動
会
で
団
長
を
し
た
ぼ

く
た
ち
が
、
レ
ー
ス
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
を
想
像
し
て
作

り
ま
し
た
。
２
人
の
動
き
が

ス
ム
ー
ズ
に
な
る
よ
う
に
針

金
の
動
き
を
工
夫
し
ま
し

た
。

カラフルなアジサイ

田村野
ののか

々花さん（５年）

勝利を目指せ、運動会！！

田村　青
そ

空
ら

さん（６年）

と
び
ら
を
開
け
る
と
海
の
世
界

福
島
　
紗さ

来ら

さ
ん
（
３
年
）
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